
 マッジー /（ハンカチで汗を拭きながら）

　   　　　暑い暑い、今日は暑いのぉ。地球温暖化じゃのう。

 

オッジー / さすが、マッジー、種がバレバレだよっーー !!

マッジー / なんだって。じゃあー、お前さんの好きな

　　　　　お花をいっぱい咲かして見せよう !!! 

　　　　　( マッジーがお花を大げさに出す。客席が

　　　　　マッジーに気を取られている間に、さんそ役の

　　　　　さんそ君達が一斉に、かくしていた造花を舞台にまく。)

オッジー / ワオー ! ワンダフル ! ビューティフル !

        　　マッジーは天才だね !! 

マッジー / いやいや、大成功じゃ。

オッジー / ねえねえ、お願いなんだけれど、お花をいっぱい咲かせたように、

　　　　　お空のオゾンも、いっぱい出してオゾンホールをふさいでよ。

　　　( バイオリンで悲しげに )

    　　　　この森で育った仲間が大空からどんどん消えてしまって

   　　　　 地球に住んでる命を守れなくなってるんだ。

    　　　　マッジーの天才マジックで何とかしてくれないかなぁ。

マッジー / できん !! いくら私が天才でも、それは出来んのだよ。

     　　　うーーん、オゾン層は作れんが、せめて、オゾンを

     　　　みんなで作ってみよう。

     　　　おーーい !! そっちの方に居る ( 客席に居る各国の

     　　　子ども達 400 人に ) お友達ーーー !! ちょっと手伝っておくれ

     　　　そーりゃ、オゾンの卵を投げるぞーっ !!! ほりゃほりゃ、

    　　　 一人でも多く、触ってくれるほどいいオゾンになるぞーっ

 ( 客席に青いのゴムバルーンが投げられ子ども達 の頭上を回ってゆく。)

マッジー / はいはいはい、森 ( 舞台 ) にオゾンの卵を戻しておくれぇ・・・。

     　　　ふーっ、楽しかったが、へぇー。くだびれた。

マッジー / すまんがオッジー、わしの力じゃここまでじゃ。 

オッジー / このオゾンをオゾン層にするにはどうしたらいいの !?

マッジー / それはじゃ、今から森の仲間と歌って教えてあげよう。

みんなで、オゾン層ってなんだろう？」を歌う。

サビの部分は会場からも歌えるように誘うようにする。

マッジー / オッジー君、わかったかなぁ ? 君は大事な地球の宇宙服じゃ。

　　　　　われわれ地球の人間もオゾン層のために暮らし方を考えて、

　　　　　悪いガスを空に捨てんようにするから、オッジーたちも

    　　　　 がんばって、地球を守っておくれ。

オッジー / わかったよ。大空のみんなにも伝えるよ。

　　　　　そろそろ、帰らなくては、どうもありがとう。

マッジー / みんなで、なつかしい歌を歌って風を吹かせて

　　　　　あげよう、気をつけて成層圏までのぼるんじゃよ。

　　　　　さぁ、みんなで「ふるさと」を歌おう。

オッジー / さようなら、ありがとう。また、緑の森に

　　　　　青い地球に遊びに来るよ。シー・ユー !!

みなさんようこそ !!! ここはマッジー・マジシャンが

住んでいる不思議の森です。ここには木がいっぱい

緑いっぱいで、美味しい空気に満ちています。

この森から生まれた沢山の新鮮な酸素が楽しい音楽の

風に乗って大空に旅立って、太陽の強い光を浴びると

オゾンになります。そう、オッジー・オゾンになるんです。

今日は遠い空からオッジー・オゾンがこの森に

お願いがあって天才マジシャンに会いに来ます。

オッジー君の頼みごとってなんでしょう。

　　（オープニング BGM）

音楽さんそ君達、楽器や歌で朝の演奏を楽しんでいる。

    2 人一組で「鍋鍋底抜けを歌い踊る・・・地味に」

         日本のトラデッショナルな遊び歌として

         MC が紹介する。

マッジー / おーい、おーい、さんそ君達、いやーぁ

    　　　今日も沢山の木のお陰で美味しい空気で

    　　　いい朝だっ !! そうそう、今日は酸素君たちの

    　　　親友、オッジーが空から降りてくるとやら

    　　　もう、そろそろじゃなぁ。

    　　　その前にオッジーの大好きな歌を、みんなで

   　　　 歌えるように練習してみるか。森のミューズ ( 音楽の女神 ) 達

    　　　やこっちへ来て手伝ってくれ。( ギター、歌、バイオリン )

    　　　会場のみんなも一緒に歌ってみてくれんか。

  　　　  『オッゾン、オゾン・・・・・・』そうそう、後で

    　　　みんなで歌おう。

    　　　おっおっ、オッジーが来たようだっ。みんなで

    　　　オッジーを呼んであげよう !!! せーのーっ !

       　　 『オッジー !!』だれじゃぁ !?『ネッシー』と言った子が

   　　　  おったぞー。オッジーだよ。もう一度じゃ。「さん ! はい !」

会場みんなで「オッジーーーーーーーー !!!」    

オッジー / ハロー ! ハーイ ! グッドモーニング !!

        　　マイ ネーム イズ オッジー、

     　　　ハーイー ! ミスター・マッジー 

    

マッジー / 降りてきたか、ふってきたか、いやー久し振りじゃなぁー

　　　　　なつかしい故郷の森にようこそじゃぁ、

　　　　　ウエルカム ! ウエルカム ! 美味しい空気を

　　　　　 いっぱい吸って、みんなと楽しく遊んでいきなさい。

オッジー / マッジーマジシャン !! 今日はお願いがあって

     　　　空から、成層圏から、はるばるやってきました。

     　　　でも、その前に、ミスター・マッジーの

    　　　 マジックを見せてください。

マッジー / ほいきた !! （ハンカチを出す）

     　        これは、なんじゃぁ。ハンカチじゃと。違う違う !!

　　　　（ハンカチでラットを作る）

       　　 最近この森で仲良くなったラットのラッタッタァー

    　　　じゃっ。おうおう。かわいいねぇ。

    　　　ラッタタッター、ラッタッター・・・・・

    　　　あいたた、いたたっ !!  

    　　　かみよったぁ。よーし。ハンカチに変身じゃっ。

啓発劇『ようこそオッジー！不思議の森へ』の台本
　　　　　　


